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企業ポータルでのセマンティックＷｅｂの適用 
 

－次世代 Web による企業内情報活用のあり方－ 
 

アブストラクト 

 

１． 研究背景 

近年、インターネット技術の発展に伴い、企業は以前と比較してより多くの情報を蓄積し共有できる

ようになった。しかし、情報の氾濫により、必要となる情報へのアクセスや利活用が困難になってきて

いる。そこで、当分科会では次世代 Web におけるデータの意味的管理を得意とするセマンティック Web

を適用することにより、企業における情報活用のあり方をどのように変革できるのかを具体的事例の中

で研究し、検証していくこととした。 

 

２． 研究目的と進め方 

当分科会では、セマンティック Web 技術および周辺技術を調査し、企業内ポータルへの適用性を探り、

企業が抱える問題点を解決することを研究した。また、企業がどのようにセマンティック Web 技術に取

り組むべきかをモデルケースを通して明らかにし、適用時における提言を行うことを目的とした（図 1）。 

はじめに「企業が抱える情報活用の問題点」を「探す」、 

「まとめる」、「発信する」という 3つの観点でまとめた。 

その際には 

(a)分科会参加企業における情報活用に関する議論 

(b)企業内ポータルの調査・先進企業へのヒアリング 

という 2つの方法を用いた。次に、「セマンティック Web」技術

とその周辺技術の調査を行った。さらに、「理想の情報活用モデ

ルケース作成・適用・評価」として、企業内における情報活用

に関してセマンティック Web が適用できるかを検討し、モデル

ケースの作成を通して、定量的および定性的効果を明示した。

最後に、セマンティック Web を企業内情報活用へ適用させるた

めに「次世代 Web 活用の提言」を行った。 

 

３． 研究成果 

(1)セマンティック Web の現状調査 

以下に関して現状調査を行った。 

①標準化動向と国内外の取組み(図 2)、②既存技術(検索エンジン、Web サービス等)との違い、 

③応用事例(blog、know-who、RSS、ソーシャルネットワーク)、④国内外企業における適用事例(表 1)、

⑤活用時における課題 
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表１　企業におけるセマンティックWeb適用事例
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(2)企業情報活用への適用と評価 

企業内情報活用に関し、企業

が抱える問題点を「探す」、「ま

とめる」、「発信する」の観点で

整理し以下 5つの適用シーンの

モデルを作成した。（表 2、図 3） 

①企業内情報検索 

②プロジェクトマネジメント

におけるドキュメント管理 

③メール・スケジュール連携 

④コンタクトセンタにおける  

リスクマネジメント 

⑤企業間情報配信 

各適用シーンに関し、定性的・定量的評価

を実施した。また、適用時におけるデータフ

ローを考察し、実際に構築する際の構築イメ

ージを示した(図 4)。 

 

(3)メタデータ作成ガイドラインの作成 

企業内の情報のやりとりを「報告」・「連

絡」・「相談」に分類し、セマンティック Web

を適用するのに必要なメタタグ(例：件名、作

成日)などをスキーマ定義書としてまとめた。 

 

(4)メールから RDF を自動生成するツールの作成 

セマンティック Web の応用技術である RSS を身近に活用できるツールとして、個人のメールを組織で

共有する際に利用できる、メールから RDF を自動生成するプログラムを作成した。 

 

４． まとめ 

セマンティック Web は発展中の技術であるものの、現

状でも企業内に適用することで、従来よりも高度で効率

的な情報活用を実現出来ることがわかった。今回の研究

のように適用シーンを検討し、利用していくべきである。

理想の企業内情報活用を実現するためには、セマンティ

ック Web 技術に加えて、経営者、利用者、情報システム

部門の情報に関する意識の変革が必要である。その変革

を実現するための当分科会の提言を図 5にまとめる。 

 

セセママンンテティィッックク WWeebb がが築築くく  

次次世世代代企企業業内内情情報報活活用用のの時時代代ははももうう始始ままっってていいるる。。  
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